
【氏名】  鈴木 順策

 SUZUKI Junsaku

【拠点】  北海道北見市

【職務】  鈴木樹木医事務所　樹木医

【略歴】

【資格】

【受賞】

【得意分野】

 桜守としての樹勢回復指導  森林環境教育（原生的な針広混交林）

 住民活動による桜守の組織化  巨樹・名木の診断・外科治療

【お問合せ先】公益財団法人日本花の会 事務局

【tel】03-6849-9821

 桜の適地適木による植栽方法（環境圧対策を含む）

 培った森林（グリーンベルト）造成技術も含め、アドバイザーに必要な技術指導等その普及に努める。

 2008年5月、第27回全国さくらシンポジウムin北見（北海道北見市/来場者約500名）では、

「桜が満ちるオホーツクの大地」として提案し採択される。

 2011年度：北海道「北海道社会貢献賞　森を守り緑と親しむ功労者」表彰

 桜前線最終地である道東での大会誘致に東奔西走し裏方に徹したが、実行委員会で大会テーマを

  維持管理は、下刈り、施肥、てんぐ巣病など罹病枝の切除、

  シカ食害防除、野鼠防除等。専門家の診断・外科治療を除く。）

https://www.hananokai.or.jp/contact/

公益財団法人日本花の会【桜の名所づくりアドバイザー】

 2011年度：北海道北見市「緑と花の市民の会　緑化特別功労」表彰

【是非ご相談ください】

  古里の桜守技術指導

（行政と桜守の協働による維持管理上の技術指導で、行政は

  地元市町村とし、桜守は地元のボランティア団体を対象とする。

 2004年10月、桜の名所づくりアドバイザー就任。

 （管内唯一の広大な桜園を有し斜里町からの5か年計画による治療を施す。以来、PTAと教職員

 による環境整備にボランティアとして活動、18年間携わる)。

 樹木医

 2012年度、朱円小学校（北海道斜里町）を対象に「学び舎の桜を救おうプロジェクト」を開始し、

 桜の再生に鋭意取り組む。が、2016年3月、児童数減少により115年の輝かしい歴史を刻み閉校

 公益的機能の発揮が必要な森林、特に海岸防災林造成（砂地や劣悪な土壌＜重粘土、泥炭土＞）等で

https://www.hananokai.or.jp/contact/
https://www.hananokai.or.jp/contact/

